
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６１３

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

戦後日本の質的社会調査の系譜とリサーチ・ヘリテージとしての継承可能性の経験的研究

An empirical study on the history of qualitative social research in post-war 
Japan and the possibility of its succession as Research Heritage

５０１９８７９３研究者番号：

小林　多寿子（KOBAYASHI, Tazuko）

一橋大学・大学院社会学研究科・教授

研究期間：

２６３８０６４５

平成 年 月 日現在２９   ６ １５

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：戦後日本の社会学における経験社会学的研究業績のなかでとくに質的調査による成果
に着目し、質的調査データを社会学的知の遺産としてとらえ、「リサーチ・ヘリテージ」としての継承の可能性
を考える研究に取り組んだ。社会学的研究アーカイヴズの事例調査と質的調査の先駆的社会学者の資料群調査と
いう二種の調査を実施した。社会学者個人の研究の軌跡との関係で質的調査の系譜を捉えなおし、1950年代60年
代という質的研究初期の時代の調査状況を明らかにし、質的調査研究の継承可能性を考察した。

研究成果の概要（英文）：We conducted research focusing on the results of empirical sociological 
studies, especially regarding qualitative research in post-war Japanese sociology, considering the 
possibility of the succession of these qualitative research data as the inheritance of sociological 
intellect, or what I term ‘Research Heritage’. Two kinds of investigation were conducted; the 
first was a case study on sociological research archives, and the second was a survey of the 
documented works of qualitative research performed by a pioneer sociologist. Rethinking the history 
of qualitative research, through the relationships with the trajectory of that researcher’s 
sociological studies, and clarifying the research situation in the 1950s and 1960s, in the early 
days of qualitative researches early days of 1950s and 1960s, we explored the possibility of 
succession the qualitative research.

研究分野： 社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、戦後日本の社会学において産出

されてきた経験社会学的調査成果をその調
査データと調査者である社会学者自身との
関係から捉え直し、調査データや調査資料に
ついてリサーチ・ヘリテージとして継承可能
性の観点から検討することをめざすもので
ある。とくに質的調査の系譜と継承可能性に
着目するが、その背景には質的調査の研究の
歴史的経緯と課題があった。とくに 1970 年
代後半からライフヒストリー法リバイバル
を経て社会学的調査法として質的調査研究
は注目されるようになり、1980 年代から現象
学的社会学やエスノメソドロジー、構築主義
の動向を受け理論的視角を深め、研究蓄積が
進み、近年ではライフストーリー論の展開で
インタビュー法が実践力をつけて臨床社会
学的分野を切り拓いてきたものの、現在、質
的調査データをいかに保存・管理・公開・利
用するのかという新たな課題に直面してい
る現状がある。欧米では社会調査アーカイヴ
は 1980 年代より整備が進んでいるが、日本
では本格的な社会学的な調査アーカイヴは
数量的調査データで先端的に進んでいるも
のの、とりわけ質的調査で立ち遅れ、経験社
会学的調査全体では社会調査データの公共
性という認識自体がいまだ広がっていない。 
 質的調査で得られるデータは個人の「生き
られた経験」に特有の個人情報やプライバシ
ーを考慮して慎重な扱いが求められ、分析や
成果の公表に際しても許諾や配慮が不可欠
という倫理的問題を孕んでいる。その一方で、
研究成果に対する検証可能性の担保も要請
される時代となっており、調査ジレンマに直
面している。また現在の質的調査で中心的な
手法であるインタビューは録音技術の革新
の進展でかつての磁気式テープ録音はデジ
タル化への対応を迫られており、個人的経験
に関する質的データ資料の管理・保存問題は
急務の課題である。 
さらに近年、戦後の社会学を牽引した社会

学者たちが鬼籍に入られ、多くの研究資料や
調査データが残されつつある。戦後の社会調
査の系譜で重要な役割をはたした社会学者
の残す調査データは近現代史的な歴史的価
値を持ちはじめ、貴重な史資料としての重要
性も考慮したデータ資料の保存・管理、活用
の方途が考えられなければいけない。そこで
社会調査データ資料を社会学的な知の遺産
としてのリサーチ・ヘリテージととらえ、い
かに継承できるのかを具体的に考えること
が本研究課題に取り組む背景である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、日本の社会学における質的調査

をもとにした経験社会学的研究の成果に注
目して、質的調査データ資料は継承されるべ
きリサーチ・ヘリテージとしていかに適切な

保存と有効な活用がありうるか、質的調査デ
ータの継承のあり方の可能性を探求するこ
とをめざす。国内外で先行する社会学的アー
カイヴズの事例調査をしたうえで、1950 年
代以降、豊富な質的調査を手がけて数多くの
研究成果を輩出してきた社会学者の所蔵す
る調査データ資料をめぐって、質的調査デー
タに特有の問題を考え、社会学者自身の研究
の軌跡と絡んだ社会調査のコンテクスト性
をふまえた質的調査データ資料のアーカイ
ヴ化の方途を検討し、あわせて社会調査デー
タの公共性の認識の広がりに寄与すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、長年にわたり経験社会学的研

究で数多くの成果を産出してきた社会学者
の質的調査データ資料を具体的な研究対象
とし、社会学者自身の研究の軌跡と戦後の質
的社会調査の系譜をとおしてその調査研究
の特徴を把握し、リサーチ・ヘリテージとし
ての質的調査データ継承の可能性を探求す
る。そのために、１）アーカイヴ事例調査、
２）社会調査データ資料の現状調査、３）質
的調査の系譜と質的調査データ保存・活用の
方途と課題の検討、という３つの調査を主と
する研究方法で取り組んだ。国内外のアーカ
イヴで事例調査をおこない、ヒアリングによ
りアーカイヴ・システムやアーカイヴ・ルー
ルを把握し、社会学的アーカイヴズの問題を
理解する。さらに実際の質的調査データの渉
猟作業と調査者自身への資料解説インタビ
ュー調査により調査データのコンテクスト
をあきらかにして質的調査データ継承の可
能性を探求し、社会調査データの公共性をふ
まえた有用なリサーチ・ヘリテージの継承を
探究することめざした。 
 
４．研究成果 
 
本研究は、(1)先行するアーカイヴの事例調

査―国内外の社会学的および隣接領域のア
ーカイヴズの実態調査、(2)社会学者の調査デ
ータ資料の現状調査、(3)質的社会調査の系譜
とアーカイヴ構築の方途と課題の検討とい
う三種類の調査を研究期間中に実施した。 
(1) 先行するアーカイヴの事例調査では、国
内外での研究調査資料のアーカイヴ化状況
の事例調査をおこなった。国外ではイギリス
のブリティッシュ・ライブラリーのライフス
トーリー・コレクションアーカイヴなどで、
質的調査データ・アーカイヴの事例調査を実
施した。国内ではとくに社会学者個人の先駆
的アーカイヴとして注目される飯島伸子文
庫について事例調査をおこなった。 
 2015 年 3 月、常葉大学附属図書館にある
飯島伸子文庫（静岡県富士市）を訪問調査し
た。飯島文庫は、環境社会学のパイオニアで
あった飯島伸子氏が残した調査資料や論



文・書籍をすべて一括して整理保存しアーカ
イヴしている日本で最初の社会学者アーカ
イヴである。設立委員の一人であった堀川三
郎氏（法政大学）による同行訪問によって設
立経緯やアーカイヴ化のプロセス、アーカイ
ヴ方法の解説を仰ぎ、社会学者個人アーカイ
ヴの先駆例についての理解を深めた。 
本調査をとおして着目したのはアーカイ

ヴ構築の方途である。とくに調査データ・ア
ーカイヴ化にあたっては、a)アーカイヴ化プ
ロセス、b)アーカイヴ・システム、c)アーカ
イヴ・ルール、の 3 点を確立することが要と
なることがみいだされた。またなによりも安
定的なアーカイヴ確立のためには、常設的な
受け入れアーカイヴ機関の存在であり、アー
カイヴ・データを管理・保存し、公開を維持
する機能を果たす機関の重要性があきらか
になった。 

 
(2) 社会学者の調査データ資料の現状調査を
本研究課題の中心的調査として位置づけて
取り組んだ。社会学者森岡清美氏の協力を得
て自身が所蔵する1950年代から1990年代に
かけて実施した宗教調査や家族研究の調査
データ資料やフィールドノートなどの調査
資料の実態を基礎調査した。森岡資料の全容
を把握し、リスト化作業を実施した上で研究
の軌跡と対照して社会調査資料の年代的位
置づけをおこなった。本研究での新たな試み
として調査者自身による調査データ資料の
解説インタビューを試み、二次分析に供する
際に重要となる調査のコンテクストを記録
することを試みた。 
 研究期間中にとくに、①森岡清美氏に同道
する現地調査、②森岡清美氏自身による調査
資料解説、この二つの調査実践に重点をおい
て取り組んだ。 
 
① 森岡清美氏との現地調査 
①‐1 2015 年 8 月山形調査 
 山形県長井市にある寺院で明治時代の白
川党の一員として浄土真宗大谷派の改革運
動で活躍した井上豊忠のライフヒストリー
研究のために資料調査ならびにインタビュ
ー調査を実施する森岡清美氏に同行して、そ
の調査活動の実際について取材をし、具体的
な調査実践の様子を記録した。森岡社会学を
基礎づける調査実践についての貴重なドキ
ュメントを得た。 
①‐2 2015 年 9 月三重県調査 
三重県伊賀市において森岡清美氏の社会

学的研究の出発点となった「農村社会」研究
の調査地や「宮座と村落社会構造」研究の対
象地などを訪問し、森岡氏自身の解説を記録
しながら、日本の社会学の質的調査研究の初
期研究史を跡づける調査をおこなった。 
 
② 森岡氏自身による調査資料解説 
 2014 年 10 月と 2015 年 2 月の二度にわた
り、調査資料群の解説の機会を設け、当時、

おこなった調査の実際と調査データ、調査を
もとにしたアウトプットの実際（論文あるい
は報告書）に言及しながら、当時の調査の補
足説明と調査実態について解説していただ
いた。これらの調査資料解説を通して、1950
年代から 80 年代にかけて日本の社会学にお
いて先駆的であった村落調査・宗教調査・家
族調査の実施状況や経緯があきらかになっ
た。とくに戦後の質的調査の初期形成期の実
態については、1950 年代 60 年代には戦前期
の社会調査の批判的継承、占領期のアメリカ
社会学の導入、九学会連合等の学際的共同調
査の影響など複合的な研究状況のなかでと
らえることが可能になった。 
 
(3) 質的社会調査の系譜と質的調査データ継
承の方途と課題の検討では、事例調査で得ら
れたアーカイヴ化の実際を基にして、森岡調
査データ資料群とその解説をもとに、とくに
a)調査成果からみる調査実践の特徴、b)調査
データ資料の精査と倫理的配慮、c)社会学者
の研究の軌跡と調査キャリア、この三点を課
題として検討することに取り組んだ。この検
討をとおして戦後日本の社会学における質
的調査研究の成立過程を森岡の質的データ
資料調査をもとにとくに初期研究に焦点を
合わせて考察を深めている。膨大な調査資料
データであるがそれらをデジタル化し整理
しつつ、いかなるアーカイヴ構築が相応しい
のかあるいは質的調査データの活用の方途
がありうるのか、問題点を整理しながら探求
し、リサーチ・ヘリテージとしての経験社会
学的調査の継承可能性を考えていくことが
今後のさらなる課題である。 
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